
 

 

 
 
 活動報告  
 

メキシコ・日本アミーゴ会 

2025 年総会・懇親会の報告 
 

アミーゴ会事務局長 吉野 隆 

 

コロナ禍の影響で中断を余儀なくされていた対面による総会・懇親会が 2025 年 5 月 24 日(土)の 11:30～
14:00 に竹芝にあるメキシカン・レストラン「CIELITO LINDO BAR ＆ GRILL」にて、6 年ぶりに開催さ

れました。残念ながら在日メキシコ大使館からの出席は今回はありませんでしたが、会員やご家族総勢 23
名が参加されました。河嶋会長による開会の挨拶に引き続き、四つの議案につき報告が行われました。 
  

総会の報告 

 

１号議案：2024 年度の事業報告及び決算報告 
河嶋会長が事業関連報告を、森幹事がメキシコ歴史文化講演会関連を、南郷監事が決算関連を、下記概要

の通り各々説明しました。 
1）2024 年会員総会は 3 月にメール方式で議決権行使投票を行い、2023 年度事業報告・決算、2024 年度 事
業計画・予算案が承認され、3 月 22 日付けで会員に報告しました（会報第 58 号参照）。 
2）会報「アミーゴ会だより」は会則通り年 4 回発行を継続し、会員のご投稿やメキシコ歴史文化講演会講

師のご寄稿を掲載しました。また、メキシコ史上初の女性大統領が誕生した大統領選挙など折々の政治動向、

メキシコ関連の書籍や催事の紹介など、多様な記事を各号に取り纏め掲載しました。メルマガではメキシコ

大使館や会員などから提供された各種催事情報を会員に配信しました。  
3）メキシコ歴史文化講演会は森幹事が担当して全 3 回開催し、

好評のうちに無事終了しました。日墨外交関係樹立 135 周年記

念事業として 2023～24 年にかけて東京・福岡・大阪で巡回開

催された「特別展：古代メキシコ－マヤ、アステカ、テオティ

ワカン」のテーマにあわせて講演内容を構成し、各文明の研究

者を講師に迎えました。またコロナ禍の落ち着きも踏まえて 4
年ぶりに対面形式開催とし、メキシコ大使館別館 5 階“Espacio 
Mexicano”で実施しました。 
第 1回講演会は 3月 21日に「アステカ王国の実像と宗教観」

を専修大学の井上幸孝教授に、第 2 回は 4 月 11 日に「テオテ

ィワカンの研究成果と課題」を岡山大学の千葉裕太特任助教に

語っていただきました。第 3 回は 5 月 7 日に「マヤ人の日常・

マヤ文明を理解する次なる一歩」と題して、金沢大学の市川彰准教授に出張先のメキシコからアミーゴ会初

の Zoom 方式で講演いただきました。各講師のレジュメは会報第 59 号、60 号、61 号にそれぞれ掲載済みで

す。  
4）第 23 回フィエスタ・メヒカーナが 2024 年 9 月 14 日～16 日に東京お台場で開催され、本会はメキシコ
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訃 報 

本会名誉会長の上原尚剛様が7月24日未明

心不全のためお亡くなりになりました。享

年 89 歳。上原尚剛名誉会長は長年本会の運

営にご尽力いただき、日墨間の親善と本会

の発展に多大なる貢献をされました。ここ

にご冥福をお祈り申し上げるとともに、謹

んでお悔やみを申し上げます。 

なお、ご葬儀は家族葬として 7 月 28 日に鎌

倉で執り行われ、弊会からは供花をさせて

頂きました。           合掌 

メキシコ・日本アミーゴ会 
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と日本との絆を深める取り組みの一環として例年

同様に本事業を後援しました。開会式では会長が

近現代の日本にとりメキシコは大切な“最初の国”

すなわち、初の平等条約締結国（1888 年日墨修好

通商条約）・初の日本人移民受け入れ国（1897 年

榎本植民団）・初の経済連携協定締結国（2004 年

EPA）だと重ねて来場者に紹介し、両国は重要な

友好国であると強調しました。 
毎年恒例の El Grito（独立の叫び）の行事も、

日本在住メキシコ人の皆さんが大勢参加してお台

場で再現されました（会報第 61 号参照）。 
5）懇親ゴルフ大会は当初の 8 月 29 日を荒天で急

遽中止し、12 月 8 日に無事開催できました。 
6）(一社)ラテンアメリカ協会主催会合（中南米関

係団体連絡会、在日中南米大使・在中南米日本大

使との懇親会）への出席や各種講演会など他団体

との情報交換を進めました。 
７）幹事会は大阪大学東京事務所で 1・5・9 月の

年 3 回対面開催し、柳沼孝一郎さんを幹事に選任

しました。なお柳沼さんの幹事就任は本総会にて

承認されました。 
 

２号議案：2025 年事業計画/予算案 
河嶋会長が事業計画を、森幹事がメキシコ歴史

文化講演会を、南郷監事が予算を説明報告しまし

た。 
1）アミーゴ会だよりを引き続き年 4 回（1 月号、

4 月号、7 月号、10 月号）発行し、その時々のメ

キシコ政治経済状況や、メキシコ・ラテンアメリ

カ関連書籍の紹介、会員からの投稿記事など盛り

だくさんの内容を計画中。またメールマガジンを

通じて、2025 年度に予定されているメキシコ関連

の各種イベントのご案内、その他ラテンアメリカ

関連のイベントの紹介も行ってゆきます。 
2） アミーゴ会総会および懇親会を久しぶりに対 
面で開催予定です。 
3） 本年のメキシコ歴史文化講演会は『大航海時代 
の日本とメキシコの関係』をメインテーマに、全

３回の講演会を予定しています。 
・第 1 回「大航海時代にメキシコ・ラテンアメリ

カに渡った日本人」講師：岡 美穂子先生（東京

大学資料編纂所准教授） 
・第 2 回「大航海時代の日本とメキシコ ①ヌエ

バ・イスパーニャ（メキシコ）副王府の東アジア

進出と秀吉政権の関係」講師：柳沼 孝一郎先生

（神田外語大学名誉教授） 
・第 3 回「大航海時代の日本とメキシコ ②徳川

家康幕府とメキシコ副王府の関係」講師：第 2 回

講師の柳沼孝一郞先生 
4）第 24 回フィエスタ・メヒカーナは例年通り後

援する。但し協賛金を 5 万円に減額する。 
5）懇親ゴルフ大会は、会員の参加者人数の減少に

伴い、懇親会としての意義が低下したこともあり、

行わない方針。 
6）2025 年は、アミーゴ会としてメキシコ関連の 

活動を新たに行う事を検討中で、メキシコ料理教

室の開催や、メキシコ関連文化のメキシコ大使館

との共催による音楽会などを検討。 
7）(一社)ラテンアメリカ協会との情報交換など連

携を維持する。 
 

３号議案：新幹事の承認と 
幹事およびメキシコ代表の再任 

新幹事：柳沼孝一郎 神田外語大学名誉教授の就任

が承認されました。 
柳沼幹事からは、長年にわたるメキシコの研究を

通じて変わる事のないメキシコへの熱い愛と情熱

が披露されました。 
幹事の再任（敬称略）：河嶋、森、日笠、南郷、笠

井、石井、市井、吉野 
名誉会長の再任：上原氏 
メキシコ代表の再委嘱：メキシコ在住の遠藤氏 
 
４号議案：会則の変更「（総会）第十六条」 
総会での変更承認後の会則は以下の通り。 
『本会に会員の参加によって成る総会を会の最高

決定機関として設ける。年一回 3 月初旬に開催さ

れる。開催 1 か月前に事務局長より会員に開催通

知がされる。付議される事項は、次の通りで総会

の参加者の過半数をもって承認される。付議され

る事項の関連書類は、開催 1 か月前に開催通知と

ともに送付され事務局にて保存される。 
 1.団体会員の入会 
  2.会則の変更 
  3.事業報告及び決算 
  4.本会の新年度の事業計画・予算 
  5.幹事並びに監査役の就任（承認） 

幹事並びに監査役の退任 
  6.顧問､会友の就任並びにその他役員の人事』 
 
以上，４件の議案は、参加頂いた会員の皆さんお

よびメールによる承認も合わせ全会一致で承認さ

れました。 
 

懇親会の報告 
懇親会の司会は前事務局長の笠井幹事にお願い

しました。経験豊富なユーモアを交えた進行とな

りました。懇親会は 河嶋会長の挨拶に続き、森

幹事の発声による乾杯で、始まりました。 
会場であるメキシコ料理店はメキシコ大使館の

元料理長が開いたお店で、本場の味を楽しめる店

として定評があり、タコスをはじめ各種メキシコ

料理が提供され、皆さん舌鼓を打たれておられま

した。 
懇親会の新たな出し物である、「ラテンアメリ

カ・ミニ講演会」ではパナマ、メキシコ両国につ

いての現状報告が、それぞれ日笠幹事と河嶋会長

から行われました。メディアでは報道されないと

っておきのニュースが披露されました。参加者の 
知識更新の一助となれば幸いと存じます。 
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今回は会場の都合もあり、恒例の外部メキシコ

音楽演奏家が参加不可だったため、余興として吉

野事務局長によるメキシコ人作曲家によるメキシ

コ音楽のギター弾き語り「RELOJ」、「ADORO」

が“マーティン D-28”という伝説のギターで披露

され、参加者全員による「BESAME MUCHO」の 

大合唱で、懇親会の幕が閉じられました。 
最後に、石井幹事、市井幹事には総会・懇親会で

の大事な写真撮影を担当して頂き、この報告書の

差し込み写真にその成果の一端を披露しておりま

す。（了）

メキシコ・日本アミーゴ会(http://www.mex-jpn-amigo.org/)　　　　  　　　アミーゴ会だより 　2025年7月　3/7



メキシコ短信 

 

メキシコ市開闢７００年記念祭典 
  

アミーゴ会 メキシコ代表 遠藤滋哉 

 

これぞメヒコの雨期（雨季）とも云える7月を迎えて毎夕雨降る中、7月26日（土曜日）、毎年催される9
月15日の独立記念日の前夜祭祝典とも趣が異なる珍しい祭典「テノチティトラン開闢700年」記念祭典が

ZOCALO広場（＝憲法広場）で繰り広げられました。祭典では1325年の建都から1521年にエルナン・コル

テスに征服されるまでの196年に及ぶ歴史ドラマ仕立ての一大絵巻が、800人以上のActores によって演じら

れました。 
シェインバウム大統領ご妻夫（ファースト・ジェントル

マンはヘスス・マリア・タリーバ＝Jesus Maria Tarriba
＝銀行家）、メキシコ市のクララ・ブルガーダ・モリナ

（Clara Brugada Molina）市長、陸・海軍大臣等の臨席

の下に、700年記念祭典がつかの間晴れたソカロ広場で盛

大に催されました。 
1325年にメシカ族が崇める軍神「ウィツィロポチトリ」

のお告げに示された「サボテンの上で鷲が蛇を咥えている

場所が我らの約束の地である」とのご神託に従い、メキシ

コの国名にもなった“メシカ族”の都テノチティトランが建設されました。ここに建設されて今年2025年で

700年。祭典最後にはメキシコ国歌がアステカの言語「ナワトル語」で斉

唱されました。 
アストラン（Aztlan）は、メシカおよびメシカを含むナワ族の伝説上

の原郷で、北方にあったと伝えられています。アステカという語はアス

トランに由来します。アステカ（Azteca）はメシカ（Mexica）を含むナ

ワ族の7つの部族で、7つの部族はそれぞれの土地に住んでいたが、これ

らの土地を去ってメキシコ盆地へ移住しました。7つの部族はアストラン

を離れた後にチコモストクに住んだとも、チコモストクがアストランの

一部であるとも、チコモストクのことをメシカがアストランと呼んだと

も言われています。 
メシカ（Mexica）は、ナワ族の一集団で、メキシコ盆地のテスココ湖

の島にテノチティトランとトラテロルコの2つの都市を建設しました（いずれも現在のメキシコ・シティ）。

アステカ帝国の支配者として知られ、メキシコの名はメシカに由来します。 
トルテカ－アステカ－マヤ文明の一般考古学で述べられる「マヤ暦」の20日周期と13日周期＝260日で回

る「ツォルキン」は52年ごとに彼らの世紀は巡ります。新世紀を奉る新しいピラミッドが（古い祭壇の上に

新たな祭壇を被せる形式で）建設されました。「太陽の石＝アステカ・カレンダー」に刻まれたメシカの宇

宙観です。（了）  
☆参考１：祭典動画(40 分)：https://www.youtube.com/watch?v=US2cHUCrjKg 
☆参考２：「テノチティトランの水は何処へ行った？メキシコ・シティの水は何処から来た！」（７分） 

https://www.youtube.com/watch?v=OSEDdJZKbDQ 
ご興味があれば是非！ご覧あれ。 
 
写真右･下中央：テノチティトラン開闢700年記念にレフォルマ大通りに並ぶ50点余

りのサボテン（Nopal）のオブジェ。写真左下：反対側の遊歩道にはこんな牛さん

も御座りました。【編集部注：図版は筆者提供】
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 メキシコへの誘い：歩行記15  

 

ぶらりメキシコ一人旅 

－おとぎの国、アカテペック＝プエブラ－ 
（ ACATEPEC ） 

 
メキシコ・日本アミーゴ会  会員 
写真家・ルポライター  阿部修二 

 
はじめに 

前回訪ねたプエブラ市の近郊チョルーラ市内にあるアカテペック村を今回は訪ねてみることにする。プエ

ブラ市内から 190 号線を 10km ほど西に進むと、この村の入り口に至る。目印はタイルで装飾されたサンフ

ランシスコ教会。これまで何度もメキシコの教会を紹介してきた

が、正面装飾を排した単純で重苦しい建築が多かった。それは、

スペイン人による征服初期、地方都市の先住民管理と改宗を託さ

れた修道会が、拙速に建てた要塞型の修道院付属教会を中心に私

が紹介してきたせいである。アカテペックという地名は実はメキ

シコにいくつかある。ゲレーロ州、メキシコ州など。でも観光客

が関心を持っているのはプエブラ州のこのアカテペックではな

いだろうか。 
 私はそのアカテペックを二度ほど訪れている。一度目は 1990 年頃。当時、教会建築に関心を持っている

者以外に訪ねる人がいない時代で、そのために堂内を比較的自由に見るこ

とができた。二度目は 1996 年 10 月 14 日頃。190 号線に突き当たるウア

チナンゴ通りの入り口に大きな飾りゲートができていた（今日では教会の

門に設置されている）。それはまるで教会の正面装飾を模したような造り

で、上段に王冠を戴き、その下に二人の天使がニーニョ（幼児キリスト）

と思われる絵の額縁を支えている。さらにその真下には磔刑のキリストを

十字架から抱きかかえて下ろそうとしているアッシジのフランシスコと

思われる修道士の絵が、赤い縁取りと青い額縁の中に見える。キリストの

聖痕、つまり磔の時にクギなどで身体に傷を負った時の 5 つの痕跡を示す

が、先の修道士はキリストと同じ部位に傷があったと言い伝えられている。

これはまさに守護聖人アッシジのフランシスコを称えるゲートだと理解

した（写真を拡大して見て欲しい）。 
 その日アカテペックは祭りが行われている最中だった。折しもアカテペ

ックのフランシスコ教会では村人の結婚式が行われていて、音楽隊が聖人

の日と結婚式を盛り上げている所に出くわすことになった。今日では隣村

のトナンツィントラと合わせて SNS 上で情報が飛び交っていてすっかり

観光地化され、信者でなく大勢の見学者が訪れている。             祭の飾りゲート 
 

メキシカン・バロックの建築 
 さて、この村で誇るべきはなんと言ってもスペインから持ち込まれたタ

ラベラ洋式のタイルで装飾されたサンフランシスコ教会である。「美しい！」

を通り越して、「ここまでするか？」と思わず発してしまいそうな建築であ

る。外装もさることながら、金箔で覆われた内装にも言葉を失う。正にバ

ロック、ウルトラ・バロックである。メキシコでは“バロコ・プブラーノ”、

つまり「田舎風バロック」と呼ばれている。 
 元々はここに素朴な教会があったという。コルテスは征服後、チョルー

ラを最初に訪れた 1519 年のことを国王に宛てた書簡で「チョルーラには

400 もの石塔（ピラミッド）のある豊かな土地です」と報告している。石

塔とは日本で言えば集落に一つか二つある神社、仏閣と考えられることか

ら、この辺りはチョルーラを中心とした大きなコミューンを形成していと

想像する。征服後、スペイン国王は先住民統治のために修道会を利用した

ことは前述したが、チョルーラ市内にある旧フランシスコ会の修道院・教

会（現ガブリエル教会）の傘下にある教会や巡礼地だった可能性がある。 
タイル装飾の教会正面 
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修道士たちは時々こうした周辺の教会を回ってミサ

を施していたようで、教会の名称、そして前述した

飾りゲートがそれを裏付けている様に思う。 
 残念ながらこうしたバロックの教会が建てられる

ことになった経緯は分からない。きわめてローカル

なこの教会の建設に関する資料を探していたが、長

い間見つけることができず、想像でしか話ができな

いもどかしさはある。だが、誤解を恐れずにこれか

ら話をすすめてゆくので理解をいただきたい。 
 アカテペックのフランシスコ教会は、前回紹介し

たこの近郊にあ

るプエブラのド

ミニコ修道院・

教会の、あのロ

サリオ礼拝堂に

触発されて建設

が始まったのだ

と想像する。「う

ちの村にも」と

いう気運が村人

の間に芽生えた

のかも知れない。

それは隣村のト

ナンツィントラ

でも同じように

起きたのだと思う（次回紹介予定）。でもこれだけの

建物を建設するには多くの資金と有能な建築家、技

術者、大量の労働力が必要であることは明白である。 
 被征服から 2 世紀ほど過ぎた 18 世紀メキシコは

ヨーロッパから様々な技術を取り入れ、特に建築、

家具製造、陶磁器、織物産業などの先住民技術者が

育っていた。もはや戦後ではないという言葉を思い

出すが、メキシコはヨーロッパの技術者や芸術家に

頼らなくても、自分たちで教会を建てる技術を身に

つけていたことはほぼ間違いはない。特記しなけれ

ばならないのは、前回紹介したプエブラのタラベラ

洋式の陶器、タイルの技術である。 
 次に、教会建築に必要とされる労働力に関して言

えば、被征服後から始まったメキシコ先住民の人口

減少、あるいは人口破壊で、被征服前の 10 分の１

に減少した先住民の人口が 18 世紀初頭に持ち直し

ていたこともあった。村人は教会建設の賃金労働者、

あるいは信者の労働奉仕で教会の建設現場で働いた

と想像する。 
 問題はその資金である。当然ながらスペイン人の

アシエンダ（荘園）や鉱山等で働き、低賃金でぎり

ぎりの生活をしていた村人達が豪華な教会建設のた

めに資金を工面したとは考えにくい。実は 18 世紀

初頭、メキシコはスペインの植民地でありながら経

済に勢いがあった。メキシコの産物が大西洋航路を

通して大量にヨーロッパに渡っていた。その筆頭は

なんと言っても銀で、他にヨーロッパから持ち込ま

れて大繁殖した牛の獣脂、皮革、温暖な気候を利用

して生産される砂糖などが輸出されていた。 
 ヨーロッパと異なりメキシコ経済が順調だったの 

には理由があった。低賃金の労働力。銀鉱山での先

住民労働者、農場アシエンダでも先住民労働者を囲

い込んで低賃金で働かせていて、人件費を極端に押

さえることによって、経営者は富を手にしていた。

こうしたメキシコの経済を仕切っていたのはスペイ

ン人コルテスとメキシコ征服に参加した兵士（後に

貴族となる）やその末裔、あるいは本土から渡って

来た官僚や貴族の子孫達だった。彼らは国王から広

大な土地の分譲を受けて鉱山主や農場主となってい

たのだ。 
 それに加えてメキシコ経済に深く関わっていたの

は修道会や教会だった。彼らは一通り先住民の改宗

任務を終えると、信者から受け取った布施や奉仕料、

寄贈で得たお金を、経営に行き詰まったった農場主

や鉱山主相手に貸金業を行っていた。抵当は農地や

鉱山の採掘権で、当然ながら支払い能力がなければ、

抵当は教会や修道会に移された。18 世紀中葉にはメ

キシコのアシエンダの半分ほどは修道会や教会に関

係していたと言われている。とは言え、宗教界への

資産の主たる集中は貸金業によるものではなかった。

以前、ケレタロで紹介したケレタロ村の創始者と言

われている先住民貴族、エルナンド・デ・タピア家

のサンタ・クララ修道会への土地・財産の寄贈とい

うことがこの時代に頻繁に起きていた。熱心な信者

が教会や修道会に自身や家族の永代供養のために土

地や建物、あるいは毎年畑から収穫される物からの

配当という形で寄贈されていた。そうした寄贈者は、

残念ながら自分の畑や鉱山で懸命に働いた労働者に

その一部を振り分けるという発想には至らなかった。 
 

タイルの立体パズル 
 前回プエブラで紹介したタイルを使ったフランシ

スコ修道院正面、サンタ・モニカ修道院回廊、サン

タ・ロサ修道院のタイルの台所の様な平面装飾では

なく、バロックの立体的で複雑な構成の正面装飾を

彩色タイルで見事に完成させたアカテペックの仕事

を紹介しよう。 
 それまでメキシコ・バロックの建築であっても、

石による複雑な構成の教会建築が主流だった。こう

した傾向は堂内にある主祭壇を先住民の教化のため

に教会の正面に持ち出すという特異な発想で、この

時代の教会建築で頻繁に見られた。すでに先住民の

ほとんどがキリスト教に改宗され、先住民が暗い堂

内を恐れてそこに入ることを拒んでいた時代ではな

かったが、太陽の国メキシコでは野外で先住民に説

教を施す装置として使われたのだろう。煉瓦色を基

調にして青、黄、緑、白のモザイク模様が平面はも

ちろんのこと、聖人像を格納している星形の小祠、

聖歌隊席の窓、何本もの飾り円柱、角柱、横に走る

幾重もの複雑な軒にもタイルが細かに施されている。

圧巻なのはバロック建築の代名詞、鐘楼を支えてい

る螺旋円柱に施されている装飾である。当然のこと

ながらこうした装飾は石彫の原型（土台）の上に漆

喰が施され、さらにその上に色彩タイルが貼り付け

られていて、時間のかかる仕事である。こうした作 
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業は村人によってなされたものと想像する。 
さて、タイルの正面装飾に驚いてばかりいられな

い。扉を開けて堂内入ってみると、金箔で覆われた

空間にまたもや驚かされる。主祭壇、そして身廊の

天上、円ドーム、聖歌隊席の天上、入り口の天上に

見られる聖人像や小天使と合わせて植物のレリーフ

に金箔が施されている。レリーフの奥行きはプエブ

ラのロサリオ礼拝堂には及ばないが、小さな村の大

きな挑戦だったのかもしれない。 
こうした黄金の祭壇の前で先ほど結婚式のミサを

授かった新郎新婦が出てきた。水色、黄色、白の紙

飾りの下で、なぜだか 2 人の表情に喜びの色が見ら

れない。今でも私の心に灰色の影を落とし続けてい

る理由だが、幸せに暮らしているだろうかと思い出

すことがある。        【連載その 15 完】 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
お知らせ 

第 24 回フィエスタ･メヒカーナ＠お台場 
今年も 9月 13○土-14○日-15○祝の 3 日間、お台場がメキ

シコに大変貌｡太陽広場では日替わりで民族舞踊･音

楽を､市場通りではタコス･テキーラなど食べ歩きシ

ョッピングを､リングでは18大学60人参戦の学生プ

ロレス＝ルチャリブレを満喫｡El Grito(独立の叫

び)は 14 日 14:00～挙行。 

さあさあ！メキシコだ！ 

 開催時間：毎日11:00～19:00 

 開会式：9 月 13 日(土)14:00 

案内：https://www.fiestamexicana-tokyo.com/ 

 チラシ：https://mexicana.jugem.jp/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄金の主祭壇 
入り口からみる 

主祭壇と天上装飾

入り口と聖歌隊席 
 

天井装飾・部分 

阿部修二会員に｢ぶらりメキシコ一人旅｣と題してメキシコあ

ちこちを訪ね歩いたエッセイを連載していただいています。 

第 1 回(2022 年 1 月号)：トラスカーラ 

第 2 回(同 4 月号)：ケレタロ 

第 3 回(同 7 月号)：ハルパン＆コンカ 

第 4 回(同 10 月号)：ランダ､ティラコ＆タンコヨル 

第 5 回(2023 年 1 月号)：シリトラのエドワード・ジェイム

スの庭 

第 6 回(同 4 月号)：イダルゴ州の奥座敷｢良く肥えた土地｣ 

アクトパン 

第 7 回(同 7 月号)：イダルゴ州の奥座敷 2：サン・アンド 

レス・ティアンギステンゴ 

 第 8 回(同 10 月号)：イダルゴ州のもう一つの奥座敷 3： 

イスミキルパン 

 第 9 回(2024 年 1 月号)：テポツォトラン 

 第 10 回(同 4 月号)：ヒロテペック 

 第 11 回(同 7 月号)：サン･フアン･デル･リオ 

 第 12 回(同 10 月号)：アコルマンとテオティワカンと 

第 13 回(2025 年 1 月号)：偽ケツァルコアトル神と 

古都チョルーラ 

 第 14 回(同 4 月号)：プエブラ（ロ）＝村という大都市 

 第 15 回(同 7 月号)：おとぎの国、アカテペック=プエブラ 

阿部さんは 2005 年よりアミーゴ会会員。1947 年岩手県花巻

市生まれ。岩手大学工学部卒及び桑沢デザイン研究所ビジュ

アル・デザイン科卒。日本写真家協会元会員。メキシコ教会

美術に惹かれ 1986 年より毎年渡墨。2005 年以降 4 冊のメキ

シコ関係書籍を発行。最新作は『先住民のメキシコ―征服さ

れた人々の歴史を訪ねて』(2021 年 9 月刊 明石書店)です。 

 

[写真転載不可] 

＜編集部＞ 
【注：掲載写真の細部をご覧になるときには 

      ＰＣ画面で拡大してお楽しみください。】 

あとがき：灼熱の日々がまだまだ続きます。会員の皆さま

はご健勝にお過ごしのことと拝察します。会報｢7 月号｣をお

届けします。編集人の個人的事情が重なり作業が遅延、予

定より 2 ヶ月遅れでのお届けとなりました。寄稿者はじめ

読者の皆さまにお詫びします。しかし、いよいよ油切れで

す。我こそはとの“後任”のお申し出をお待ちします。 
地球上では｢戦火｣が止みません。如何なるボタンの掛け違

いでしょうか。第二次大戦後に人類が営々と築いてきた平

和で自由な世界が崩れそうです。平和構築責任者の自覚な

き大国指導者たちにはウンザリです。しかし、私たち一人

一人が声を上げ行動するとき至れりですぞ。[20250824 か] 
祭りを盛り上げる学士たち
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